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教　　職

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

実務経験を活かした教育について

授業形態

単独
（１人が全回担当）

複数
（１回の授業を２人以上が一緒に担当）

オムニバス
（各回の担当教員が異なる場合）

クラス分け
（クラス分けで担当する）

該当科目

教職科目（工業）

教職科目（情報）

地域志向科目

実務経験のある教員担当

アクティブラーニング
SDGs の取り組み

授業計画（各回の学習内容等）

1．教育実習生としての基本的な態度や教職員等との適切な関わり方ができること。
2．指導案を作成し、生徒への教科・科目・単元のねらいを踏まえた適切な学習指導ができること。
3．生徒の発達段階に応じた適切な生徒指導ができること。
4．授業観察や教材研究、授業実施後の反省を適切に行うことができること。

実習校の教員による講話を受講し、学校の課題と生徒の実態、学校運営の在り方などについて理解する。授業参観と
教材研究を通して、授業の在り方を学び、実践のための指導案を作成し、授業の準備をする。授業実践を行い、学習
指導の実際について学ぶ。授業後の反省を担 当教員の指導助言のもとに行い、授業力の向上に生かす。

高等学校教諭としての勤務経験を持つ教員が、巡回指導を行うほか、実践的な指導を行う。（加藤順一） 

１．教育実習校の理解と観察
・教育実習校の学校経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制について講話などを通して学ぶ。
・生徒との関わりを通して、その実態や課題を把握する。
・指導教員等の実施する授業を視点を持って観察し、事実に即して記録する。
２．学習指導
・学習指導要領及び生徒の実態等を踏まえた適切な学習指導案を作成する。
・学習指導に必要な基礎的技術（話法・板書・学習形態・授業展開・環境構成など）を用いて授業を行う。
・適切な場面で情報機器を活用する。
３．学級経営
・学級担任の役割と職務内容を理解する。
・教科指導以外の様々な場面で生徒と関わる。
・学級担任や教科担任等の補助的な役割を担う。

テキスト：『教育実習完璧ガイド』（宮崎猛・小泉博明編著、小学館）
参考書・参考資料等：実習校提供の諸資料、教科書及び高等学校学習指導要領

実習校からの成績評価、実習日誌の記載内容、巡回指導担当教員からの評価を総合的に判断して評価する。
巡回指導時に個別にフィードバックを行う。

17 教育実習　FZ-Z-701 必修　２単位　４年前期・集中

Teaching Practice
全学科４年全組　教　授　加藤　順一

准教授　中島　夏子
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